
 ５月に入り、気温が 30 度まで上がる日が増えました。これから梅雨や長い夏が始まるので、人も牛もしっかりと熱中症対策が必要

になります。特に近年では、農作業中の熱中症による死亡者数が増加しており、早めの対策が求められています。また、５月から９

月にかけては、熱中症だけでなく、高所からの転落事故や草刈り作業中のケガなどの事故も増加傾向にあります。夏場の高温による

疲労や注意力の低下が、事故の発生に大きく影響していると考えられています。 

気温が高い日、風が弱く湿度が高い日、そして強い日差しが降り注ぐ日などは、体内に熱がこもりやすくなり、熱中症のリスクが

非常に高まります。気温だけで判断せず、「暑さ指数（WBGT）」を参考にすることで、より正確に危険度を把握できます。条件によっ

ては気温がそれほど高くなくても熱中症リスクが高まる場合があるので、ぜひ活用してください。 

体全体を効率的に冷やすためには、特に首の前側、脇の下、鼠径部、手のひら、足裏を冷やすことが効果的です。冷やしたペット

ボトルなどを当てたり、衣服をゆるめたりして、熱放散を促しましょう。さらに、こまめな水分と塩分の補給、適切な休憩の確保、

そして一人での作業を避けることも意識しながら、無理なく安全に暑さを乗り切りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真）会場の様子。お仕事の合間を縫って、多数の方が参加されました。 

畜産技術センターにて「人と牛の熱中症対策～ドローンを用いた石灰散布実演～」が開催されます。 

人も牛も、健康第一です。ご興味ありましたら、ぜひ参加を検討してみてください。 

日時  ▷ 令和８年６月４日（木）10：30～15：30 

      ※入退室は自由 

場所  ▷ 広島県立総合技術研究所 畜産技術センター 

      講堂及び搾乳牛舎 

定員  ▷ 先着 80 名程度 

申込期限▷ 令和８年６月２日（火） 

申込先 ▷ 広島県立総合技術研究所  

      TEL：0824-74-0332 FAX：0824-74-1586 

      E-mail：cgcgijutsu@pref.hiroshima.lg.jp 

 

 

 

 

北海道全共まで 

456 日 
北海道全共マスコットキャラクター 
「和ぎゅリー」  承認番号４ 

➢ 人と牛の熱中症対策について 

➢ 畜産技術研修会が開催されました！ 

 令和８年３月４日（水）、三次グランドホテル（三次市十日市南）にて、

（一社）広島県畜産協会主催の令和７年度地域畜産支援指導等体制強化

事業・畜産技術研修会が開催されました。県内の牛飼養農家、関係団体

等 130 名を超える参加がありました。 

県立総合技術研究所 畜産技術センターの河野センター長（当時）をは

じめとする５名の講師から、広島における和牛の歴史、おいしさに関す

る研究成果等に関する講演がありました。また、この研修会は、ゲノミ

ック評価手法普及・啓発セミナーもかねて開かれたことから、県種雄牛

造成におけるゲノム育種価の活用方法についての講演も行われました。

質疑応答では、生産者だけでなく、農業高校生からも積極的に質問があ

り、興味深い研修内容であったことが伺えました。 

予防のポイント 

暑さを避ける 

高温時の作業は極力避け、日陰や

風通しの良い場所で作業 

 

こまめな休憩と水分補給 

のどの渇きを感じる前に、水分と

塩分を補給 

 

単独作業は避ける 

複数名で作業を行う、時間を決め

て連絡をとりあう 

 

熱中症対策グッズの活用 

帽子や吸湿速乾性の衣類の着用、

空調服や送風機の活用 

 

＜セミナー内容＞ 

◎10：30～12：00 講演（場所：講堂） 

「気候変動で熱くなる夏。適応策で乗り切ろう 

～熱中症予防策を中心に～」 

講師：広島県総合技術研究所保健センター 

   環境研究部 木村淳子氏 

 「牛舎における夏季送風環境改善について」 

講師：広島県総合研究所畜産技術センター 

   育種繁殖研究部 今井佳積氏 

◎13：00～ 説明（場所：講堂）＋実演（場所：搾乳牛舎） 

「ドローンを活用した牛舎屋根への石灰散布実演」 

講師：リスキマテクノ 中村龍三郎氏 

会場の様子：多数の方が参加されました

血統：勝白福―美国桜―勝白 
 

mailto:cgcgijutsu@pref.hiroshima.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行 広島牛振興協議会 編集・監修 広島県 

問合せ 広島県畜産課 TEL（082）513-3598 

次号は、 

令和８年７月８日発行予定！ 右の QR コードから広島和牛 NEWS ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰをご覧いただけます。ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの場合、標準カメラアプリをかざすだけで読取り可能です 

インスタグラム フェイスブック

ンスタグラム 

インスタグラム、フェイスブックで広島和牛の話題を世界に発信中！フォロー・いいね！お願いします！!(^^)! 

広島和牛 NEWS はWeb でも閲覧できます！！⇒「広島和牛 NEWS」で検索！ 

右の QR コードからアクセス！ 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの場合、標準カメラアプリを

かざすだけで読取り可能です！ 

～家畜人工授精所への立入検査が２巡目に入ります～ 

令和２年の家畜改良増殖改正を受け、農林水産省（中国四国農政局）による家畜人工授精所への立入検査が義務化されました。

広島県内では、令和４年 12 月中旬から本格的な立入検査を実施しています。 

家畜人工授精所の協力のもと、令和８年４月末時点で、全体の 96％にあたる 65 件（検査後に廃止した授精所を除く）の立入検査

が完了しました。今年度からは、まだ立入を行っていない人工授精所を優先し、併せて２巡目の立入調査を行います。 

なお、これまでの立入検査にて、口頭注意等が多かった事項は次のとおりです。今一度御確認をお願いします。 

★ 広島県からのお知らせ ★   

精液（受精卵）証明書 

使用済のものと未使用のも

のが混ざっていませんか？ 

 不受胎時の情報は記入され

ていますか？ 

 

譲渡等記録簿等 

 精液を採取した年月日や、 

授精証明書番号は記入され

ていますか？ 

➢ 花重永（はなしげなが）の後代検定がスタートしています 

 令和８年度後代検定種雄牛について、“花重永（はなし

げなが）”の調整交配が、５月１日から開始されています。 

花勝百合の後継牛として、ロース芯面積と歩留まり、

皮下脂肪厚の改良が期待できる候補種雄牛です。 

選抜後の交配の参考とするため、協力農場の皆様にお

かれましては、若い雌牛との交配をお願いします。 

また、本牛が大きめのため、初産や小型の雌牛との交

配にはご注意ください。 

 

➢ 勝山桜（かつやまざくら）が共同利用種雄牛に選定されました 

 広島和牛 NewsNo.96 で改良推奨牛に選定されたこと

をお知らせした県種雄牛“勝山桜”について、晴れて共

同利用種雄牛に選定されました。 

 共同利用種雄牛は都道府県単位で行われてきた種雄

牛造成について、県域を越えた高能力種雄牛の造成・利

用を促進するもので、広島県の改良の成果が全国に認め

られた結果となっています。 

 優れたＢＭＳ及びロース芯面積能力を持つ本牛につ

いて、積極的に御利用いただきますよう、お願いします。 

血統：勝白福―美国桜―勝白 
 

授精証明書 

写しを保管していますか？ 

 遠し番号（授精証明書番号）

の記載はありますか？ 

家畜人工授精簿 

授精証明書番号は記入さ

れていますか？ 

 注入雌牛の情報は記入され

いますか？ 

血統：花勝百合―百合茂―安福久 
 


